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えることができるようになった点が効果的であった. A
氏が持っている方略をフィードバックすることで自己効
力感を高め,積極的な疼痛緩和のための行動に結びつい
たと考える.
４．がん患者・家族のためのなごみサロンの活動
宇佐美はつ子
（群馬大医・附属病院 なごみサロン）
平成 21年 4月,がんサロンの設立に伴い第 1回の
ミーティングに参加致しました.
患者やその家族が「がん」に対して,どう向き合い,ど
う生活の質 (QOL) を高めながら過ごしていけるのか関
心がありました.
その一環としての「がんサロン」の役割は多大である
と共感しました.サロンに集う人々が少しでも和やかな
気持ちになればと願いを込めて「なごみサロン」は誕生
しました.
同年 6月に開設し,早 3年目を迎えようとしています.
毎月 1回の開設ではありますが,医療スタッフの方々に
も参加していただき, 10～20名の集いになっておりま
す.時には他大学,ジャーナリスト,議員の方々の訪問を
受け,関心を持っていただきました.
毎回,患者同志の悩みや情報交換,医療に対する学び,
イベントの参加等,楽しい時間を共有しております.
ますます広くサロンの存在を知っていただき,仲間の
輪が大きく育っていくことを願っています.
第２群 その人らしさを保つための支援
座長：根生とき子（公立富岡総合病院）
５．治療を受ける高齢がん患者の語りにみる希望に関す
る研究
原 祥子，角田 明美
（群馬大医・附属病院・看護部）
武居 明美，神田 清子
（群馬大院・保・看護学）
瀬山 留加 （東京慈恵医科大学）
【はじめに】 2015年には全がん患者の 62％を 70歳以上
の高齢者が占め,難治性がんや末期がんの患者が増える
ことが予想されている.また,高齢の患者は希望を持つ
こと・維持することが他の年齢よりも困難であると考え
られる.そのため本研究では,高齢がん患者のライフレ
ビューおよび希望に関する内容を聴取し,高齢がん患者
がどのような希望を抱いているかを明らかにすることを
目的とした.【方 法】 がんと診断され,手術を受けた
75歳以上の高齢がん患者 3名に対し, 2回の面接を行っ
た. 1回目は入院中で手術後の落ち着いている時期, 2回
目は外来で退院後初回の受診時に行い, ライフレビュー
と,がんと診断される前から抱いていた希望,退院後の
時期における希望について聴取した.その語りをデータ
とし,質的に分析を行った.【倫理的配慮】 所属の倫理
委員会にて承認を得て実施した.【結果および考察】
高齢がん患者が抱く希望は,今までの人生で形成されて
きた価値観がその中心をなしていた.がん治療が終了し
ている場合には,今まで抱いていた希望を基礎とし,新
たな視点が追加された希望へと変化していた.一方,治
療が継続している患者は, その治療への不安に影響を受
け,希望を抱くことそのものが困難な状況にあった.そ
のため,まずは治療の経過に対する見通しが立っている
ことが重要である.治療が継続している患者に対しては,
見通しを立てるための情報提供や不安を軽減するための
看護介入が必要であると考えられる.また,高齢がん患
者の価値観を理解する事が希望を支える看護援助におい
て重要であることが示唆された.
６．デスカンファレンスで明らかになった患者の心理過
程と医療者の役割 ～一般病棟で終末期看護を振り
返って～
村岡やす子 （日高病院）
【はじめに】 肺がん終末期患者の看取り後に,看護チー
ムとリハビリスタッフがデスカンファレンスを行った.
振り返りを行うことで,各々の関わりが共有でき患者の
心理過程を,より深く理解し各々が果たした役割も明ら
かになったので報告する.【方 法】 肺がん 60代女性
の看取り 10日後に病棟看護師,リハビリスタッフ,アド
バイザーなどが参加し, 30分程度でデスカンファレンス
を行った.【倫理的配慮】 遺族に電話にて発表の趣旨
を話し承諾を得た.【結 果】 患者はリハビリに対し
て最後まで未来への希望を持ち,希望を見出していた.
病棟看護師には,日々悪化する病状に寡黙になり,怒り
の感情を向け心の葛藤を表出していた. しかし亡くなる
3日前に,看護師の立会いのもと遺書を書き死を受け入
れた.デスカンファレンスにより個々のスタッフからみ
た患者像や,心理過程をとらえることができ個々の役割
についても明らかになった. スタッフ間の感情も共有で
き,ケアの満足感が得られた.【考 察】 デスカンファ
レンスは各々の関わりを共有でき,様々な視点から患者
の心理過程を捉えることができた.死に向き合う患者と
スタッフとの関わりについて振り返り,事実を捉えなお
すことで行ったケアの意味付けが行え満足感が得られ
た.またお互いの感情を語り合うことで,プライマリー
ナースを始めスタッフのサポートにつながったと考え
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る.
７．End of lifeを生きる肺がん患者への看護支援
～Abraham H.Maslowのニード論を用いて～
本多 昌子，神田 清子，二渡 玉江
（群馬大院・保・看護学）
細川 舞，大井寿美江 （西群馬病院）
瀬山 留加 （東京慈恵医科大学）
【はじめに】 End of lifeを生きる肺がん患者の看護支援
プロセスについてAbraham H.Maslowのニード論を用
いて看護介入を行ったので報告する.【事例紹介】 A
氏 80代 男性 肺がん StageⅢa.介入期間 :2011
年 1月 12日～25日 (9日間). A氏は再発から約 2ヶ月
後,同居の次男が自殺したために「自宅に帰る」という自
己実現へ向けての選択肢を失った.しかし, A氏が今後
限られた貴重な時間をA氏の希望を支え尊重していく
ために新たな自己実現へ向けてA氏のもっている本来
の可能性が最大限に発揮されることを支援していく重要
性は高いと考えた.そこで,Abraham H.Maslowのニー
ド論を適応させ介入を試みた. Abraham H. Maslowの
ニード論とは,「生理的ニード」「安全のニード」「所属と
愛情のニード」「尊重のニード」「自己実現のニード」を
強さの順,現れる順に階層的に位置づけニードの関係性
にまで言及しているものである.【結果及び考察】
Abraham H. Maslowのニード論に基づいて介入を行っ
た結果,A氏の語りから,「○○したい」という具体的な
発言はみられなかったが,車椅子での散歩中に自らライ
フレビューを行っている場面がみられた.今後,体力の
衰えや呼吸困難の増強という身体機能が弱まり,ニード
が満たされない状況においてもライフレビューは, A氏
が主体的にできるひとつの手段でもあるため,それを継
続して支援していくことが必要である. Abraham H.
Maslowのニード論を用いることにより,生理的ニード
から自己実現のニードまでを含み人間を全体的にとらえ
ることができ,そのことで看護支援の方向性を定める指
標になることが明らかになった.
８．その人らしい生活を送るための意思決定を支えて
～村田理論を活用した看護介入～
真下 陽子 （伊勢崎市民病院）
【はじめに】 術後化学療法を継続していたが効果見られ
ず,治療を中止する意思決定の場面にある患者を受け
持った.患者の言動からスピリチュアルペインが生じて
いると考えられた.村田理論に基づいて看護介入を行な
い患者の意思決定を支える事ができたので報告する.
【事例紹介】 70歳代 女性 胸腺癌.骨転移,圧迫骨折
による疼痛の増強のため入院.【看護介入・考察】 患者
は,化学療法の継続は困難であると説明を受けるが,薬
剤を変えても化学療法の継続を望んだ.その一方で,オ
ピオイドのレスキュードーズの使用を躊躇するという相
反する行動が見られた.患者にスピリチュアルペインが
生じていると考えられたため,村田理論に基づいた看護
介入を行なった.患者は,痛みのために旅行が出来ない
ことに強い苦痛を感じていた.また,オピオイドの副作
用を薬剤で抑えることは,自分自身が薬によってコント
ロールされていると感じていた.このことから,時間と
自律の存在が失われていると考え,患者の苦しみに焦点
を当て傾聴した.患者は自律存在を回復すると共に,時
間存在を回復し化学療法の中止を受け止め,痛みをとっ
て旅行するという患者らしい生活を選んだ.【まとめ】
村田理論を適応する事で,自立存在と時間存在の喪失が
ありスピリチュアルペインが生じていた事がわかった.
患者の苦しみに焦点をあて傾聴することで,スピリチュ
アルケアがなされ,患者の意思決定を支える事ができた.
《ポスターセッション》
１．群馬県におけるがん看護の発展を目指して
―群馬がん看護研究会「人材バンク登録制度」の
導入の試み―
廣瀬規代美，清水 裕子，石田 和子
羽鳥裕美子，鈴木真紀子
（群馬がん看護研究会教育委員会）
群馬がん看護研究会では,群馬県内のがん看護の質の
向上を目指し,研究会の教育活動の運営基盤づくりを目
的に,平成 23年度より群馬県内のがん看護専門看護師
やがん看護に関わる認定看護師等の登録資格基準を設定
し「人材バンク登録制度」を導入した.この試みは,資格
を有し,それぞれの専門分野で活躍するがん看護専門看
護師や認定看護師等の知識・技術,経験等を最大限に活
かし,学習会や研修会を通じて専門的知識の普及やがん
看護に従事する看護師の方々のスキルアップを図るもの
である.また,日頃の看護上の問題解決における相談支
援や情報交換,ネットワークづくり等を通じて,群馬県
内のがん看護の質の向上に貢献するものと考える.
現在,登録者数は 39名である.「人材バンク登録」に
より自身のキャリアを研修会や学習会にて活かすと同時
に,この機会にネットワークを広げてみてはいかがで
しょうか.
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